
質
問  

入
札
参
加
業
者
６
社
中

５
社
は
、
市
発
表
の
最
低
制
限

価
格
で
抽
選
、
村
田
相
互
設
計

が
落
札
、
１
社
は
千
円
オ
ー
バ

ー
で
失
格
。
昨
今
の
人
件
費
・

物
価
高
騰
の
中
、
な
ぜ
制
限
価

格
な
の
か
理
解
出
来
な
い
が
。

答
弁 
市
長 

最
低
制
限
価
格
の

算
定
率
及
び
算
定
方
法
を
公
表

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
業
者
の
競

争
性
が
働
き
、
５
社
が
同
額
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

質
問  

村
田
相
互
設
計
か
ら
２

回
の
設
計
変
更
が
あ
り
、
合
計

１
３
０
６
万
２
百
円
が
増
額
さ

れ
て
い
る
。

答
弁 

市
長 

浸
水
対
策
の
検
討

を
行
い
、
防
災
機
能
を
中
心
に

対
応
し
た
も
の
で
す
。

質
問  

竹
原
合
同
ビ
ル
改
修
工

事
、
安
藤
・
間
企
業
体
に
お
い

て
も
最
低
制
限
価
格
26
億
４
７

７
６
万
円
で
落
札
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
増
額
変
更
さ
れ
て
い
る
。

入
札
が
２
社
と
な
っ
た
理
由
と

最
低
制
限
価
格
公
表
は
公
正
な

入
札
に
問
題
は
。
建
設
業
法
、

市
の
条
例
適
用
を
厳
正
に
見
直

す
べ
き
で
は
。

答
弁 

市
長 

市
内
業
者
に
係
る

育
成
の
観
点
、
受
注
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
市
内
業
者
を

構
成
員
に
加
え
る
Ｊ
Ｖ
方
式
を

採
用
し
た
も
の
で
す
。

質
問  

庁
舎
改
修
工
事
２
社
の

３
年
間
の
工
事
実
績
は
。

答
弁 

市
長 

令
和
３
年
か
ら
５

年
ま
で
の
実
績
は
、
安
藤
・
間

企
業
体
は
合
計
３
４
４
３
億
３

６
０
０
万
円
、
一
方
の
浅
沼
企

業
体
の
合
計
は
65
億
１
４
０
０

万
円
で
す
。

質
問  

工
事
実
績
に
大
き
く
差

が
あ
る
が
、
業
者
公
募
時
に
多

く
の
業
者
が
参
加
出
来
る
方
向

に
改
善
す
べ
き
で
は
。

答
弁 

市
長 

今
後
も
公
平
性
・

透
明
性
を
図
り
な
が
ら
、
市
内

業
者
の
受
注
拡
大
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問
（
旧
）
ゆ
め
タ
ウ
ン
駐
車

場
用
地
４
筆
の
取
得
費
は
１
億

１
７
８
９
万
円
。
（
旧
）
か
つ

は
ら
は
築
35
年
、
店
舗
閉
店
令

和
５
年
１
月
、
土
地
取
得
費
９

０
９
万
円
、
建
物
取
得
費
２
１

８
０
万
円
、
鑑
定
会
社
は
。

答
弁 

市
長 

（
株
）
中
央
鑑
定

所
で
す
。

質
問
（
旧
）か
つ
は
ら
解
体
費

約
２
千
万
円
は
市
が
支
出
と
発

表
さ
れ
た
が
、
公
金
の
公
平
・

公
正
な
執
行
か
ら
も
前
例
の
な

い
行
為
、
法
的
に
問
題
は
な
い

の
か
。

答
弁 

市
長 

誰
が
所
有
か
に
関

わ
ら
ず
、
必
要
な
事
業
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

学
校
の
プ
ー
ル
に
代
え

て
、
民
間
施
設
を
利
用
す
る
考

え
は
な
い
で
す
か
。

答
弁 

教
育
長 

民
間
プ
ー
ル
を

活
用
し
た
水
泳
授
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
教
員
の
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
観
点
な
ど
か
ら
、

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
、
今
後
は
財

政
面
も
踏
ま
え
て
、
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
学
校
体
育
館
に
は
空
調
設

備
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
。

答
弁 

教
育
長 

避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
学
校
体
育
館
の
空

調
設
備
の
整
備
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
体
育
館
の
将
来
的
な
配

置
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
方

向
性
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

財
源
確
保
や
整
備
す
る
際
の
空

調
の
熱
源
方
式
の
検
討
も
含
め

て
、
中
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、

計
画
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

今
後
の
観
光
政
策
を
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
戦
略
的
な
観
光
地
経
営
の
実

現
を
目
指
す
た
め
、
本
年
７
月

に
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
計
画
を
策
定
し
、
一
般
社

団
法
人
竹
原
観
光
ま
ち
づ
く
り

機
構
に
お
い
て
、
必
要
な
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
に

よ
り
、
観
光
消
費
額
の
増
加
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
総
合
的
な
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
の

実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

た
け
は
ら
フ
ァ
ン
に
な

っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
竹

原
の
課
題
解
決
に
も
っ
と
関
わ

っ
て
い
た
だ
く
場
を
設
け
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
。

答
弁 

市
長 

「
た
け
は
ら
フ
ァ

ン
」
の
方
々
に
、
本
市
の
行
事

へ
の
参
加
や
課
題
解
決
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
ま
ち

の
賑
わ
い
創
出
や
ま
ち
づ
く
り

の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
期
待

で
き
る
人
材
の
確
保
の
観
点
か

ら
も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
集

合
型
で
は
な
い
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
仕
組
み
づ
く
り
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
他
市

町
の
事
例
も
参
考
に
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則
●財政健全化について
● 一般社団法人竹原観光まちづくり機構の令和６年体制について
●たけはら合同ビル大規模改修工事に伴う設計等業務委託について
●（旧）ゆめタウン財産取得について

動 画

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●学校の猛暑への対策について
●観光政策について
●関係人口の活用について

動 画
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質
問  

庁
舎
改
修
工
事
２
社
の

３
年
間
の
工
事
実
績
は
。

答
弁 

市
長 

令
和
３
年
か
ら
５

年
ま
で
の
実
績
は
、
安
藤
・
間

企
業
体
は
合
計
３
４
４
３
億
３

６
０
０
万
円
、
一
方
の
浅
沼
企

業
体
の
合
計
は
65
億
１
４
０
０

万
円
で
す
。

質
問  

工
事
実
績
に
大
き
く
差

が
あ
る
が
、
業
者
公
募
時
に
多

く
の
業
者
が
参
加
出
来
る
方
向

に
改
善
す
べ
き
で
は
。

答
弁 

市
長 

今
後
も
公
平
性
・

透
明
性
を
図
り
な
が
ら
、
市
内

業
者
の
受
注
拡
大
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問
（
旧
）
ゆ
め
タ
ウ
ン
駐
車

場
用
地
４
筆
の
取
得
費
は
１
億

１
７
８
９
万
円
。
（
旧
）
か
つ

は
ら
は
築
35
年
、
店
舗
閉
店
令

和
５
年
１
月
、
土
地
取
得
費
９

０
９
万
円
、
建
物
取
得
費
２
１

８
０
万
円
、
鑑
定
会
社
は
。

答
弁 

市
長 

（
株
）
中
央
鑑
定

所
で
す
。

質
問
（
旧
）か
つ
は
ら
解
体
費

約
２
千
万
円
は
市
が
支
出
と
発

表
さ
れ
た
が
、
公
金
の
公
平
・

公
正
な
執
行
か
ら
も
前
例
の
な

い
行
為
、
法
的
に
問
題
は
な
い

の
か
。

答
弁 

市
長 

誰
が
所
有
か
に
関

わ
ら
ず
、
必
要
な
事
業
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

竹
原
市
中
央
１
・
２
丁

目
の
雨
水
排
水
管
工
事
は
、
長

さ
約
３
６
０
㍍
・
管
径
１
，
０

０
０
㍉
・
地
下
約
２
～
３
㍍
に

埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
維
持

管
理
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

こ
の
維
持
管
理
は
、

職
員
が
マ
ン
ホ
ー
ル
坑
内
の
目

視
調
査
に
よ
り
異
常
の
有
無
を

確
認
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は

修
繕
の
必
要
は
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

質
問  

２
０
１
５
年
３
月
作
成

の
「
中
央
地
区
下
水
道
管
路
施

設
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
・

報
告
書
」
に
伴
う
維
持
管
理
状

況
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

答
弁 

市
長 

こ
の
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
管
渠
や
水
路
の

布
設
替
え
、
老
朽
化
マ
ン
ホ
ー

ル
の
更
新
を
実
施
し
、
経
費
は

計
画
策
定
の
平
成
27
年
以
降
、

約
５
０
０
万
円
を
支
出
し
て
い

ま
す
。

質
問  

竹
原
都
市
計
画
下
水
道

事
業
の
維
持
管
理
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

こ
の
事
業
は
都
市

計
画
決
定
を
受
け
た
平
成
元
年

度
以
降
、
汚
水
は
令
和
９
年
度

の
完
了
を
目
標
に
、
雨
水
は
平

成
元
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
、

中
央
排
水
区
・
新
た
に
本
川
排

水
区
の
浸
水
対
策
に
も
着
手
し

た
こ
と
か
ら
、
今
後
10
年
以
上

の
工
事
期
間
を
要
す
る
見
込
み

で
す
。

　
維
持
管
理
費
は
老
朽
化
の
管

渠
の
補
強
や
更
新
、
流
下
状
況

の
確
認
等
点
検
を
行
い
、
必
要

な
補
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問  

６
月
１
日
、
ア
イ
フ
ル

通
り
の
老
朽
化
ビ
ル
か
ら
コ
ン

ク
リ
ー
ト
破
片
が
落
下
し
て
危

険
だ
と
言
う
地
域
住
民
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
空
き
家
条
例
の
所
有
者
等

の
責
務
「
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
適
切
な
管
理
を
行
う
」
と
あ

り
ま
す
が
、
竹
原
市
の
現
状
把

握
と
そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

所
有
者
に
対
し
、

写
真
に
よ
り
建
物
の
状
態
・
危

険
性
を
伝
え
、
周
辺
へ
の
危
険

防
止
対
策
を
講
じ
る
よ
う
自
発

的
な
改
善
措
置
を
促
し
、
被
害

発
生
時
の
損
害
賠
償
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
を
通
知
し
て
い
ま

す
。

　
現
地
の
対
応
は
、
市
道
上
に

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
、
モ
ル

タ
ル
片
の
除
去
な
ど
軽
微
な
措

置
を
行
い
、
危
険
な
状
態
を
解

消
し
て
い
ま
す
。

質
問  

今
榮
市
政
の
取
組
に
つ

い
て

答
弁 

市
長 

議
員
各
位
並
び
に

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺

い
し
な
が
ら
、
本
市
の
住
み
や

す
さ
、
暮
ら
し
や
す
さ
に
磨
き

を
か
け
、
「
元
気
と
笑
顔
が
織

り
な
す　
暮
ら
し
誇
ら
し
、
竹

原
市
。
」
の
実
現
の
た
め
市
政

を
推
進
し
、
「
人
を
活
か
す
」
、

「
地
域
を
活
か
す
」
、
「
歴
史

文
化
を
活
か
す
」
、
「
市
民
の

意
見
を
活
か
す
」
を
テ
ー
マ
に

市
政
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
新
庁
舎
の
整
備
・
移
転
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
設
立
、
農
福
連
携
事
業
、

竹
原
Ｄ
Ｘ
事
業
の
推
進
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
進
化

・
推
進
、
未
来
の
人
材
育
成
、

忠
海
学
園
及
び
吉
名
学
園
へ
の

安
全
な
通
学
路
の
確
保
、
本
川

流
域
水
害
対
策
事
業
、
東
野
地

区
浸
水
対
策
事
業
な
ど
、
竹
原

市
に
と
っ
て
重
要
な
多
く
の
事

業
の
推
進
に
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
真
摯

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

質
問  

竹
原
市
の
将
来
像
に
つ

い
て

答
弁 

市
長 

中
心
市
街
地
及
び

複
合
施
設
の
整
備
、
忠
海
港
及

び
そ
の
周
辺
整
備
、
浸
水
被
害

対
策
事
業
に
よ
る
ま
ち
の
強
靭

化
な
ど
本
市
の
課
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
多
く
の
施
策
の
推
進
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
将
来
都
市
像
の
実
現
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
、
市
民
と
共
に
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
歩
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
次
世
代

を
担
う
方
々
へ
継
承
し
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
と
情
熱
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

　
頼
山
陽
先
生
の
詩
に
あ
る
よ

う
に
、
私
自
身
努
力
を
重
ね
て
、

先
達
が
つ
な
い
で
来
ら
れ
た
よ

う
に
、
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
、

長
く
残
っ
て
い
く
よ
う
な
仕
事

を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
り
ま
す
。

　
郷
土
竹
原
の
た
め
、
「
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
帰
っ
て
き
た
い
、
住
ん

で
み
た
い
」
と
市
内
外
の
多
く

の
方
々
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る

元
気
な
竹
原
市
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ

● 竹原市のインフラ施設（竹原市中央１・２丁目、雨水・下水道管施設等）
の維持管理について

● 老朽化の空き家ビル（アイフル通り・旧大沢ビル）の 
維持管理について

動 画

大
おおかわ

川　弘
ひ ろ お

雄 ● 今榮市政の取組と竹原市の将来像に 
ついて 動 画

たけはら市議会だより第 122 号（ 9 ） 2025（令和 7 年）11 月一 般 質 問



質
問  

本
市
の
い
じ
め
初
期
対

応
時
の
や
り
と
り
の
記
録
・
保

存
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

教
育
長 

本
市
で
は
、
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
「
竹
原

市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
い
じ
め
の
認
知
や
早
期

発
見
・
対
応
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
、
生

徒
指
導
主
事
や
担
当
教
員
を
中

心
に
「
い
じ
め
防
止
委
員
会
」

を
設
置
し
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
と
の
対
応
、
事
実
関
係
を
記

録
と
し
て
残
し
、
委
員
会
議
事

録
と
と
も
に
５
年
間
保
存
し
て

い
る
。

　
記
録
の
様
式
は
文
科
省
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
各
校
が

効
果
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
保

存
の
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
る

ほ
か
、
重
大
事
態
に
備
え
、
生

徒
指
導
担
当
者
や
管
理
職
へ
の

研
修
を
通
じ
、
対
応
・
記
録
管

理
の
重
要
性
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
県
が
運
営
す
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
電
話
相
談
窓
口
を
全
児

童
生
徒
に
周
知
し
、
市
教
育
委

員
会
も
校
内
掲
示
等
で
相
談
体

制
を
整
備
し
て
お
り
、
今
後
も

心
理
的
安
全
性
を
確
保
し
な
が

ら
、
一
人
一
人
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受

け
止
め
、
学
校
全
体
で
防
止
・

早
期
対
応
を
図
る
体
制
を
構
築

し
て
い
く
。

質
問  

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の

理
念
を
着
実
に
形
に
し
て
い
く

た
め
の
制
度
的
・
組
織
的
な
基

盤
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

市
長 

本
市
は
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
宣

言
」
を
契
機
に
児
童
館
や
未
来

創
造
会
議
で
の
意
見
聴
取
、
こ

ど
も
計
画
策
定
、
複
合
施
設
整

備
へ
の
反
映
な
ど
を
進
め
、
遊

具
や
図
書
館
の
充
実
、
学
習
ス

ペ
ー
ス
整
備
に
つ
な
げ
て
き
た
。

　
今
後
は
意
見
箱
設
置
や
Ｗ
Ｅ

Ｂ
収
集
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

に
よ
り
子
ど
も
・
若
者
が
気
軽

に
意
見
を
出
せ
る
環
境
を
広
げ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
公
表
や
参

加
者
へ
の
通
知
を
行
う
な
ど
「

見
え
る
化
」
に
努
め
て
い
く
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
つ

い
て
は
、
委
員
と
し
て
の
参
加

に
加
え
、
別
会
議
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
参
画
も
検
討

し
、
ま
ず
は
安
心
し
て
意
見
を

表
明
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て

い
く
。

　
庁
内
で
は
少
子
化
対
策
推
進

会
議
を
総
合
調
整
の
場
と
し
、

子
ど
も
・
若
者
の
声
を
全
庁
的

に
集
約
し
、
政
策
に
反
映
す
る

体
制
を
構
築
し
、
既
存
組
織
を

活
用
し
て
理
念
を
具
体
的
施
策

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　８月　６日　議会運営委員会
　８月　７日　 広島中央環境衛生組合議会 

先進地視察（～８日）
　８月２２日　総務文教委員会
　８月２７日　議会運営委員会
　９月　２日　本会議
　　　　　　　決算特別委員会
　９月　４日　総務文教委員会
　９月　５日　民生都市建設委員会
　９月　８日　本会議
　９月　９日　本会議
　９月１２日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　９月１６日　決算特別委員会
　９月１７日　決算特別委員会

　９月１８日　決算特別委員会
　９月２２日　決算特別委員会
　　　　　　　総務文教委員会
　９月２５日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
１０月　１日　広島県市議会議長会臨時会
１０月　９日　愛知県知多市議会来庁
１０月１４日　民生都市建設委員会
１０月２０日　議会運営委員会
　　　　　　　中国市議会議長会臨時総会
１０月２１日　兵庫県西宮市議会来庁
　　　　　　　茨城県水戸市議会来庁
１０月２２日　 総務文教委員会行政視察 

（～２４日）
　　　　　　　福岡県嘉麻市議会来庁

議 会 の う ご き

この間、広報広聴委員会を２回開催しました（9/2,10/15）。

村
むらかみ

上 まゆ子 
●いじめ発生時の対応体制について
●  「こどもまんなか社会」の実現に 
　向けた取組について 動 画

たけはら市議会だより2025（令和 7 年）11 月 第 122 号（ 10 ）一 般 質 問




